
五
条
橋
は
初
は
松
原
通
に
あ
り
、
則
い
に
し
へ
の
五
条
通
な
り
。
秀ひ
で

吉よ
し

公
の
時
此
所
に
う
つ
す
、
故
に
五
条
橋
通
と
い
ふ
、
実
は
六
条
坊ば
う

門も
ん

な
り
。
欄
干
に
は
紫
銅
擬
宝
珠
左
右
に
十
六
本
あ
り
て
、
北
の
方
西
よ
り
四
ツ
目
に
橋
の
銘
あ
り
。
■
陽
五
条
石
橋
正
保
二
年
乙
酉
十
一

月
吉
日
。
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小
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藤

左

衛

門

尉

正ま
さ

長な
が

此
橋
上
の
半
よ
り
東
に
向
へ
ば
、
洛ら
く

東と
う

の
勝
地
木
の
間

く
に
顕
れ
て
平
安
の
佳
景
こ
ゝ
に
止
る
。
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